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 要  旨 
近年, 歩行誘導やエンタテインメント分野における研究が盛んである.  





着けるナビゲーションシステムの開発が目的とされ, 感覚対象として触覚が着目されている.  
エンタテインメントの分野では入力機器の発展が著しい. カメラを用いた位置検出, 加速度セ
ンサを用いた振動検出, 圧力センサを用いたタッチパネルといった方法が確立されている. 出力
に関しては CG の質, 音質の向上など主に視覚, 聴覚の分野は進歩し, ほぼ完成の域に達してい
る. 一方, 触覚における出力は振動を提示するのみであり, 我々が日常的に得られる多種多様な
触感の表現までは実現できていない. しかし, ゲームやアトラクションに振動機能を付加するだ






には, 他の部位への触覚情報提示が必要だと考えられる.  




我々の経験から, 耳への触覚提示の可能性を考える.  




ステムが実現できるだろう. さらに, 非常に弱い力で実現可能とすれば, 誘導に要するエネルギ
ーコストも削減できると考えられる. また視覚障害者のための誘導システムとしても応用可能と
なる.  
エンタテインメント分野への応用として, 風を検討する.  
我々の日常生活において風を感じている部位は, 常に露出している皮膚である顔面部や手先で
ある. 近年の VR システムではこの露出している部位に風を当てることで臨場感を向上させてい
る. 耳が風に対して敏感ならば, 耳へ風を提示するだけで高い臨場感を引き起こすことが可能に
なると推測される. また従来の風システムの問題点である大型化が, 耳への局所的な風に絞って
システムを設計すれば解決されると考えられる. 
 
